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少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、

社
会
構
造
の
変
化
が
進
む
現

在
、
（
国
際
競
争
と
と
も
に
）

東
京
へ
の
一
極
集
中
（
若
年

層
の
人
口
流
入
）
と
、
地
方

の
人
口
流
出
と
高
齢
化
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
現
場

に
お
い
て
は
、
「
よ
り
良
い
医

療
を
よ
り
安
く
」
提
供
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
は
高
齢
化
先
進
国
（
平

均
寿
命
男
性

80.5
歳
、
女
性

86.8

歳
、
65
歳
以
上
の
人
口
比
率

26.7
％
）
で
あ
り
、
国
際
的
に
み

れ
ば
格
安
の
医
療
費
と
な
っ
て

い
ま
す
（

1994
年
〜

2014
年
に

G
D
P
自
体
が
、
米
国
2.9
倍
、

ド
イ
ツ
2.3
倍
、
日
本

0.98
倍
と

な
り
、
諸
外
国
で
は
医
療
費

が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
）
。
残

念
な
が
ら
わ
が
国
の
財
務
省

は
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う

医
療
費
増
は
認
め
る
が
、
新

し
い
技
術
や
新
薬
の
医
療
費

増
は
認
め
な
い
方
針
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
技
術
の
進
歩
で
低
侵
襲
治

療
が
進
め
ば
そ
の
分
医
材
料

費
は
高
く
な
り
、
効
果
の
高
い

薬
が
開
発
さ
れ
れ
ば
費
用
は

増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
後
発

品
に
お
い
て
も
新
興
国
か
ら
輸

入
し
た
方
が
国
内
生
産
よ
り

も
コ
ス
ト
安
な
の
で
、
輸
入
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
結

21
世
紀
の
医
療

果
、
国
民
医
療
費
40
兆
円
の

10
％
・
約
4
兆
円
が
国
外
に

流
出
し
て
い
ま
す
（
化
石
燃
料

に
次
ぐ
大
き
な
金
額
で
す
）
。

わ
が
国
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
抑

制
策
が
国
内
企
業
の
力
を
奪

い
、
外
国
製
品
に
席
巻
さ
れ
る

状
況
を
生
ん
で
い
ま
す
。
大
変

残
念
な
こ
と
で
す
。

　
健
康
な
生
活
を
続
け
る
に
は

社
会
保
障
費
の
適
正
使
用
に
努

め
、
も
っ
と
自
分
自
身
で
で
き
る

健
康
法
を
守
り
、
禁
煙
や
体
力

づ
く
り
を
と
お
し
て
生
活
習
慣

病
に
な
ら
な
い
工
夫
が
必
要
で

す
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
町
で
、
自
分
ら
し
い
生

活
を
お
く
る
た
め
に
、
か
か
り
つ

け
医
や
訪
問
看
護
な
ど
必
要
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
自
立
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
の
病
院
は
い
ざ
と
い
う
と

き
の
心
臓
大
血
管
の
救
急
の
砦

で
す
。
加
え
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
生
活
習
慣
病

対
策
と
し
て
50
歳
か
ら
の
体
力

に
合
わ
せ
た
運
動
を
推
進
）
、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
（
早
期
の
社
会

復
帰
と
心
不
全
予
防
）
や
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
在
宅
支

援
）
に
至
る
ま
で
、
病
客
さ
ま

に
寄
り
添
う
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私
ど

も
は
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
て
、
安
心
安
全
で
住
み
や
す

い
環
境
と
そ
れ
に
相
応
し
い
医

療
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

夏　病院の庭に咲くタチアオイ
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ご利用には
別途追加料金が必要です
お申し込み・ご質問は、
看護師へお申し付けください調理科長　西江　智章

特別
メニュー

入院中の病客さまにとって、 お食事が 「安全」 （食材はすべて国産品を使用）

「癒し」 や 「楽しみ」 の時間になりますように

あなたに寄り添う

安全でおいしい食事

※1日から利用可能
※特室は無料

550円1食あたり
プラス （税込）

①長芋そうめん （夏ばて防止に有効な長芋をそうめん風に仕立てました）②太刀魚のアスパラ巻き

（オクラのすり流し、 とうもろこし、 酢取り茗荷、 すだち）③夏野菜と海老の冷やし鉢 （暑い日にもさっ

ぱりいただける冷たい煮物です）④鱧真丈と冬瓜のすまし汁⑤枝豆ごはん⑥ヨーグルトムース　
さくらんぼ添え （さっぱりとした泡雪のような口溶けのムースです）

エネルギー 567㎉ 塩分 2.2g たんぱく質 27.7g 主食量 150g

夕食

週7日間

夏の献立

症状に合わせた
栄養管理

管理栄養士による

栄養管理

全体的に味を薄くするのでは
なく、表面に味付けすること
でおいしく食べられる

よう工夫

薄味で

おいしく

外国産食材を一切使用
せず食の安心・安全

を徹底追求

季節に合わせた

国産食材

①
②

③

④

⑤

⑥

　高谷浩（前調理科長、元日本料理店料理長）の協力を得て、

調理科長 西江智章（元日本料理店料理長）、藤本純也（フランス料理経験者）、

小林諭（イタリア料理経験者）が心を込めて作ります
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術後の傷あと

　
通
常
の
心
臓
手
術
は
胸
の
真
ん
中
に
あ

る
胸
骨
を
縦
に
大
き
く
切
開
し
て
行
い
ま
す

が
、
胸
骨
を
切
ら
な
い
で
小
さ
な
切
開
で
行

う
心
臓
手
術
を
M
I
C
S(

ミ
ッ
ク
ス)

と

呼
ん
で
い
ま
す
。
M
I
C
S
はM

inim
ally 

Invasive C
ardiac Surgery

（
低

侵

襲
心
臓
手
術
）
の
略
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
側
胸
部
の

肋
骨
の
間
を
切
開
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。
傷
が
小
さ
く
て
目
立
た
な
い
だ
け
で
な

く
、
胸
骨
を
切
ら
な
い
た
め
、
出
血
が
少

な
く
、
傷
の
感
染
の
リ
ス
ク
も
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
来
の
胸
骨
正
中
切

開
の
手
術
後
は
、
自
動
車
、
自
転
車
の
運

転
や
上
半
身
を
使
う
肉
体
労
働
や
、
テ
ニ

ス
や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
約
２
か

月
の
間
控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ッ

ク
ス
手
術
後
は
そ
の
よ
う
な
運
動
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
早
期
リ
ハ
ビ
リ
、

早
期
社
会
復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
当
院
は
ミ
ッ
ク
ス
手
術
の
実
績
で
は
国

内
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

弁
膜
症
手
術
の
多
く
を
こ
の
低
侵
襲
ア
プ

ロ
ー
チ
で
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
狭
心
症
に

対
す
る
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
は
小
切
開

で
行
う
の
は
技
術
的
に
難
し
く
、
こ
れ
ま
で

ミ
ッ
ク
ス
手
術
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
院
で
は
３
年
前
に
国
内
で

先
駆
け
て
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
に
８０
名
以

上
の
病
客
さ
ま
に
ミ
ッ
ク
ス
バ
イ
パ
ス
手
術
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
弁
膜
症
の
ミ
ッ
ク
ス
手
術

と
同
様
、
退
院
後
す
ぐ
仕
事
復
帰
さ
れ
た

り
、
テ
ニ
ス
の
試
合
に
出
た
り
、
皆
さ
ん
に

満
足
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
さ
な

キ
ズ
か
ら
４
本
も
５
本
も
バ
イ
パ
ス
の
血
管

を
繋
ぐ
の
は
少
し
無
理
が
あ
り
ま
す
が
、
３

本
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
な
ら
こ
の
手

術
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た

重
要
な
血
管
を
ミ
ッ
ク
ス
バ
イ

パ
ス
手
術
で
つ
な
ぎ
、
残
っ
た

血
管
を
内
科
で
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
治
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。
内
科
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

低
侵
襲
性
と
外
科
バ
イ
パ
ス

手
術
の
確
実
性
の
良
い
と
こ
ろ

を
と
っ
た
よ
う
な
手
術
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
多

く
の
病
客
さ
ま
に
こ
の
手
術
を

行
え
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。
術
後
生
活

が
制
限
さ
れ
た

も
の
で
な
く
、

病
気
に
な
る
前

の
元
の
生
活
を

し
て
い
た
だ
き
た

い
と
強
く
希
望

い
た
し
ま
す
。

循
環
器
内
科
　
医
長
　
西
田
　
剛

夏
場
に
気
を
つ
け
た
い

　
熱
中
症
は
高
温
多
湿
の
環
境
に
か
ら
だ

が
適
応
で
き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
の
総
称
で
す
。
体
温
が
上
昇
す
る
と
、

か
ら
だ
は
そ
の
熱
を
逃
が
す
た
め
に
血
管
を

拡
げ
、
汗
を
か
き
、
脈
拍
を
上
げ
て
心
臓
の

働
き
を
活
発
に
さ
せ
ま
す
。
体
内
の
水
分
や

塩
分
が
奪
わ
れ
て
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま

く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま

り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
吐
き
気
や

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る

と
血
圧
が
下
が
り
意
識
障
害
を
き
た
し
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
皮
膚
の
温
度
感
受
性

が
鈍
化
し
、
発
汗
能
力
が
低
下
し
て
い
る
た

め
重
症
化
し
や
す
く
、
思
春
期
前
の
こ
ど
も

は
発
汗
機
能
が
未
発
達
な
た
め
、
体
内
に

熱
が
た
ま
り
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
予
防
に
は
こ
ま
め
な
水
分
と
塩
分
の
補
給

が
勧
め
ら
れ
ま
す
が
、
心
臓
病
、
特
に
心
不

全
の
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。
心
臓
の
働
き

が
低
下
し
て
い
る
と
水
分
と
塩
分
に
対
す
る

許
容
範
囲
が
狭
く
な
り
、
過
剰
に
摂
取
す
る

と
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
全
身
の
む
く
み

や
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

逆
に
水
分
や
塩
分
を
極
端
に
制
限
す
る
と
、

脱
水
に
な
り
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
る
こ
と

で
血
圧
が
低
下
、
脈
拍
は
上
昇
し
ま
す
。
ひ

ど
い
と
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
分
と
塩
分
の
補
給
は
少
量
ず
つ
適
度
に
行

う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
発
汗
が
多
い
と
き
は
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
飲

む
の
も
よ
い
で
す
が
、
糖
分
や
塩
分
が
比
較

的
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
飲
み
過
ぎ
に

注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
の
喪
失
量
が
そ
れ

ほ
ど
で
な
け
れ
ば
、
塩
分
の
補
充
は
必
要
な

く
水
や
お
茶
で
十
分
で
す
。
心
不
全
の
状
態

に
は
個
人
差
が
あ
り
、
内
服
状
況
に
よ
っ
て

も
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
補
給
法

に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
主
治
医
と
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
環
境
づ
く
り
も
大
切
な
予
防
の
ひ
と
つ
で

す
。
利
尿
剤
を
常
時
服
用
し
て
い
る
心
不
全

の
方
が
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
さ
ら

さ
れ
る
と
容
易
に
脱
水
が
進
行
し
て
、
シ
ョ
ッ

ク
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
屋
外
で

は
日
陰
や
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い
場
所
で
過

ご
し
、
屋
内
で
は
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上

手
に
使
っ
て
室
内
温
度
が
28
℃
を
超
え
な
い

よ
う
に
調
節
す
る
こ
と
で
、
快
適
に
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
夏
は
暑
さ
に
よ
り
体
力
や
食
欲
が
低
下
し

が
ち
で
す
。
ま
た
汗
を
か
く
こ
と
で
、
ミ
ネ
ラ

ル
や
ビ
タ
ミ
ン
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
食
欲

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
麺
類
や

冷
た
い
飲
み
物
ば
か
り
を
摂
っ
て
い
る
と
、
栄

養
が
偏
り
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
夏
バ
テ
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
夏
バ
テ
予
防
の
た
め
に
は
、
や
は
り
1
日

3
食
を
き
ち
ん
と
摂
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ

ン
な
ど
の
栄
養
素
を
補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
か
で
も
積
極
的
に
摂
り
た
い
の
は
タ
ン
パ
ク

質
（
肉
、魚
、豆
類
、牛
乳
）、ビ
タ
ミ
ンB１
（
豚

肉
、
レ
バ
ー
、
豆
類
）、
ビ
タ
ミ
ン
C
（
野
菜
、

果
物
）
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
は
骨
や
筋
肉
な

ど
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
栄
養

素
で
す
し
、
ビ
タ
ミ
ン
B１

は
疲
労
回
復
、
ビ

タ
ミ
ン
C
は
免
疫
力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
む
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
こ
と
で
夏
バ
テ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
熱
中
症
・
脱
水
・
環
境

【
食
生
活
】

【
環
境
】

【
熱
中
症
、
脱
水
】

一
般
社
団
法
人
日
本
心
エ
コ
ー
図
学
会

第
27
回
学
術
集
会 

　
循
環
器
内
科
鍵
山
暢
之
医
長
が
、

日
本
心
エ
コ
ー
図
学
会
第
27
回
学
術

集
会 YOU

N
G IN

VESTIGATOR'S 
AW

ARD

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

YOUNG INVESTIGATOR'S AW
ARD

最
優
秀
賞
受
賞

第
116
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

研
究
奨
励
賞
受
賞

　
当
院
に

2010
年
4
月
～

2013
年
3
月

勤
務
し
た
心
臓
血
管
外
科
田
中
恒

有
医
師
の
当
院
の
資
料
を
用
い
た
研

究
に
日
本
外
科
学
会
研
究
奨
励
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
学
会
年
次
学
術
集
会

糖
尿
病
治
療
研
究
会
幹
事
会

2015
年
度”W

e are up for self-care.”
Aw
ard

受
賞

　
吉
沢
祐
子
看
護
師
長
が
糖
尿
病

治
療
研
究
会
・
ア
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
の
学
術
活
動

73号 02病院NOW

胸
骨
を
切
ら
な
い
低
侵
襲
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

心
臓
血
管
外
科
　
副
院
長
　
坂
口
　
太
一



健康について一緒に考えてみましょう
ご家族の方もぜひご参加ください

健康教室〔14時～〕
脂質異常症と食生活

心不全予防のポイント

※日程を変更することがありますので、 院内掲示でご確認ください。 参加は無料です。

　ただし、 医師の指示による管理栄養士の教室のみ栄養指導料（保険適応 ： 80円～ 250円）が必要です。

しなやかな血管を保つために～減塩が必要なわけ～

知って得する医療費と介護保険の話

見直そう食生活　病院食のコツ

心臓リハビリテーションとは

減塩食のコツ

7月 8月 9月
医師、管理栄養士、保健師、理学療法士が食事や日常生活、運動などについてお話します

簡単！心肺蘇生法とAEDの使い方

狭心症・心筋梗塞の危険因子とは

低血糖とシックデイ（体調が悪い時の対応）

足のトラブルと手入れ

糖尿病教室〔15時～〕
糖尿病と合併症
お答えします　あなたの疑問

8 ・22（金）

薬とインスリン

検査について

食事について

運動について

糖尿病に関わる専門の医師・スタッフが、お話します

ワーファリン教室〔14時～〕薬剤師、保健師がワーファリン内服時の注意点などをお話します

〔会場〕診療棟 2階大ホール

11 ・25（月）

13 ・27（水）

14 ・28（木）

5 ・19（火）

6 ・20（水）

12 ・26（火）

7 ・21（木）

1 ・29（金）

4（月）

11 ・25（月）

13 ・27（水）

14 ・28（木）

6 ・20（水）

7 ・21（木）

5 ・12 ・19 ・26（火）

1 ・8 ・15 ・22 ・29（金）

4（月）

5 ・19（金）

8 ・22（月）

10 ・24（水）

25（木）

2 ・16 ・30（火）

3 ・17 ・31（水）

9 ・23（火）

4 ・18（木）

26（金）

1 ・15 ・29（月）

8 ・22（月）

10 ・24（水）

25（木）

3 ・17 ・31（水）

4 ・18（木）

2 ・9 ・16 ・23 ・30（火）

5 ・12 ・19 ・26（金）

1 ・15 ・29（月）

院内教室のご案内

5（月）

7 ・21（水）

8（木）

13 ・27（火）

14 ・28（水）

6 ・20（火）

1 ・15 ・29（木）

意外と知らない高血圧のホント～正しい血圧の測り方～ 15（金） 12（金） 9（金）

23（金）

12 ・26（月）

2 ・16 ・30（金）

5（月）

7 ・21（水）

8（木）

14 ・28（水）

1 ・15 ・29（木）

6 ・13 ・20 ・27（火）

2 ・9 ・16 ・23 ・30（金）

12 ・26（月）

　
近
年
糖
尿
病
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
は
放
置
し
て
お
く
と

心
臓
病
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

原
因
と
な
り
、
病
客
さ
ま
の
生
活
の
質

を
低
下
さ
せ
ま
す
。
当
院
で
は
、
糖

尿
病
の
方
、
そ
の
ご
家
族
の
方
、
糖

尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
に
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
、糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
治

療
方
法
・
血
糖

管
理
方
法
な
ど

に
つ
い
て
医
師
・

看
護
師
・
保
健

師
・
管
理
栄
養

士
・
薬
剤
師
・

臨
床
検
査
技

師
・
理
学
療
法
士
・
日
本
糖
尿
病

療
養
指
導
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
立
場
か
ら
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

基
礎
的
な
こ
と
か
ら
新
し
い
治
療
ま

で
、
様
々
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
語
り
合
い
の
場
も
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
普
段
質
問
し
づ
ら
い
こ
と
、

お
悩
み
の
こ
と
、
お
困
り
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室
と
は

？

　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
。
厚
労
省
に
よ

る
と
熊
本
市
周
辺
の
主
要
な
医
療
機
関

の
う
ち
、
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
8
施
設

を
含
め
47
医
療
機
関
で
運
営
に
支
障
を

生
じ
た
と
の
こ
と
（
43
施
設
で
電
気
や
ガ

ス
供
給
に
問
題
が
あ
っ
た
）｡
ひ
る
が
え
っ

て
、
当
院
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

病
院
付
近
の
震
度
は
6
弱
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、津
波
が
発
生
し
た
場
合
、

当
院
付
近
に
津
波
は
到
達
し
な
い
が
、

岡
山
市
沿
岸
部
に
は
最
大
で
2.6
m
の
津

波
が
到
達
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
電
気
と
水
道
は
24
時

間
、
下
水
道
は
7
日
間
程
度
停
止
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
人
的
被
害
に
つ
い

て
、
冬
の
深
夜
に
発
生
し
た
場
合
、
岡

山
市
全
域
で
死
者
368
名
、
負
傷
者

8690

名
（
こ
の
う
ち
重
症
者
は
500
名
）
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
過
去
に
は
台
風
に
よ
る
大
雨

で
旭
川
の
堤
防
が
損
壊
し
た
こ
と
も
あ

る
。
旭
川
の
堤
防
が
損
壊
し
た
場
合
、

当
院
周
辺
地
区
は
約
1.5
m
の
浸
水
が

あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

【
建
物
構
造
】

・
耐
震
構
造
は
建
築
基
準
法
の

1.25
倍
の

耐
震
性
を
備
え
、
震
度
6
強
の
地
震
で

も
倒
壊
す
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
流
行
の

ピ
ロ
テ
ィ
形
式
の
建
物
で
は
な
い
た
め
1

階
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

・
地
盤
を
1m
高
く
し
て
い
る
こ
と
、
地
下

室
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
、
給
食
施
設
を

3
階
に
設
け
て
い
る
こ
と
な
ど
水
害
に
よ

る
万
一
の
事
態
を
想
定
し
建
設
し
て
い

る
。

・
非
常
用
発
電
機
は
浸
水
に
対
応
す
る

た
め
、
2
階
に
設
置
し
て
あ
る
。

【
上
水
道
】

・
飲
み
水
と
し
て
の
使
用
は
で
き
な
い
が
、

給
水
の
た
め
敷
地
内
に
井
戸
が
あ
る
。

ま
た
、
室
内
の
プ
ー
ル
も
転
用
で
き
る
。

【
電
気
】

・
当
院
は
オ
ー
ル
電
化
で
、
ガ
ス
に
つ
い

て
は
心
配
が
全
く
な
い
。
電
気
は
一
般

の
商
用
電
源
と
異
な
る
特
別
高
圧
電
源

を
中
国
電
力
か
ら
受
け
て
い
る
。

・
特
別
高
圧
電
源
は
、
変
電
所
か
ら
直

接
配
線
の
工
業
用
高
圧
で
あ
る
。
商
用

電
源
は
地
震
に
よ
る
電
柱
の
倒
壊
で
停

電
す
る
。
し
か
し
、
特
別
高
圧
電
源
は

岡
山
市
中
心
部
で
は
地
下
ケ
ー
ブ
ル
な

の
で
、
停
電
し
に
く
い
。

・
さ
ら
に
、
当
院
は
2
か
所
の
変
電
所

（
島
田
と
国
体
町
）
か
ら
送
電
さ
れ
て
い

る
た
め
、
仮
に
片
方
が
停
電
し
て
も
他

方
か
ら
送
電
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。

・
万
が
一
の
停
電
に
備
え
て
重
油
で
動

く
非
常
用
発
電
機
が
あ
る
。
こ
れ
は
発

電
容
量

750
k
V
A
が
2
基
あ
り
、

1,500

k
V
A
使
用
で
き
、
病
院
全
体
フ
ル
稼

働
さ
せ
る
と
48
時
間
も
つ
が
、
使
用
量

を
4
分
の
１
に
制
限
す
る
と
自
家
発
電

で
6
日
間
稼
働
で
き
る
。

【
救
援
ヘ
リ
】

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
（
3.8
ｔ
）
よ
り
大
き
く
、

緊
急
物
資
を
輸
送
す
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
（
6.4
ｔ
）
も
止
ま
れ
る
大
き
な
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
備
え
て
い
る
。

【
下
水
道
】

・
最
低
72
時
間
持
ち
こ
た
え
る
非
常
用

の
汚
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
。
浸
水
し

た
場
合
、
公
共
下
水
道
は
7
日
間
程

度
機
能
停
止
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
間
は
下
水
の
ポ
ン
プ
場
か
ら
仮
設

ポ
ン
プ
に
よ
り
汚
水
を
緊
急
放
流
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
道
路
】

・
災
害
時
に
は
四
国
へ
の
物
流
拠
点
と

し
て
車
両
基
地
が
岡
山
市
北
区
玉
柏
の

警
察
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
る
。

こ
れ
は
岡
山
県
警
と
自
衛
隊
の
共
同
の

拠
点
が
病
院
の
北
、
数
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
。
国
道
30
号
線
な
ど
大
き
な
道
路

は
被
害
が
な
い
と
い
わ
れ
、
道
路
橋
梁

と
も
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。

【
液
状
化
】

・
当
院
は
旭
川
沿
い
に
あ
る
が
、
地
下

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
砂
礫
層
に
建
っ
て
い

る
た
め
、
液
状
化
は
お
こ
ら
な
い
。

　・
当
院
は
災
害
拠
点
病
院
で
は
な
く
、

循
環
器
専
門
病
院
で
あ
る
。
災
害
時
は

必
要
に
応
じ
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
対

応
す
る
。

被
害
想
定

当
院
の
防
災
設
備

周
辺
環
境

診
療

当

院

の

災

害

対

策

73号05 病院NOW 73号 04病院NOW



【孫崎先生より】本渡記念循環器クリニックは循環
器疾患を専門とした内科診療所です。不整脈、狭
心症、弁膜症などの心臓病や高血圧症、高脂血
症、糖尿病、メタボリック症候群などの診療をおこ

なっています。とくに高血圧症の診療に力を入れて

います。循環器疾患でお困りの方は、お気軽にご相
談ください。また、必要に応じて往診も行っておりま

すのでご希望の方はご相談ください。アットホームな

雰囲気のなか、循環器専門医として信頼できる医
療を目指しています。心
臓病センター榊原病院と

は循環器専門の病院とク

リニックという関係で専門
的な相談を行っています。

今後ともよろしくお願いい

たします。

連 携 医 療 機 関 紹 介 本渡記念循環器クリニック
〔住 所〕
〔電 話〕
〔 F A X 〕
〔診療科〕

〒708-0001　津山市小原 79-5
0868-22-8715
0868-22-8868
循環器内科

　かかりつけ医をもっていただいてよい点は、

ご退院後も引き続きよくご存じの近くの先生に

ずっとかかることで体調の変化にいち早く気づ

き、 病気を早期に見つけやすくなることです。

また、 待ち時間も短く、 通院しやすいことです。

　つまりかかりつけ医の先生と心臓病センター

榊原病院の2人主治医制というわけです。

先生

かかりつけ医を持つメリット
病歴を把握してもらえる
切れ目のない継続的なお付き合いによって、体質
や生活習慣などを把握。普段の健康管理の助言も
受けられる。

かかりつけ医を

おもちですか

専門の医療機関を紹介してもらいやすい
より詳しい高度な検査、治療が必要なときはすぐ
紹介状を書いてもらえる。大病院での初診時負担
金が不要になる。

家族全員の健康管理も任せられる
共働きである、高齢者がおられるなど、家族環境や
家族構成などよくご存じのかかりつけ医の先生な
らではの診療が受けられる。

待ち時間が短く、通院の負担が軽い
大病院は施設が整い、専門医も多く安心感がある
が、自宅や職場からすぐに通いにくい。

病客さま

情報共有

・普段の診察
・薬の処方
・血液、 尿などの検査

・循環器を中心とした

   詳しい検査
・専門的治療
・心臓カテーテル治療、

   手術

心臓病センター
榊原病院

かかりつけ医
（地域の医療機関）

・ お変わりがあった際
・半年、 1年に1回の

   定期診察
・日々の通院、

   診察

1 2

3 4

〔診療表〕

【心臓病センター榊原病院より】本渡記念クリニックの開
業の祖　本渡劦先生は、心臓血管外科医として当院
に勤務していただき、当院の発展に非常に貢献してくだ

さいました。津山に開業され、年月が経ち、代替わりした

現在も、循環器専門の医療機関として連携いただいて

おります。

先生

※第二・第四水曜日午後は休診

診療時間

8：30～12：30

14：00～18：00

月

●

火

●

水

●

木

●

金

●

日

―

土

●

● ● ※ ● ―――

孫崎　栄津子 孫崎　信久

　
当
院
は

1932
年
外
科
病
院
と
し
て
始
ま

り
、

1936
年
日
本
初
の
心
臓
手
術
に
成
功
、

1966
年
循
環
器
内
科
を
開
設
。
「
循
環
器

お
よ
び
関
連
領
域
の
診
断
治
療
か
ら
リ

ハ
ビ
リ
さ
ら
に
予
防
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
最
新
の
循
環
器
救
急

医
療
を
24
時
間

365
日
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
外
科
医
は
メ
ス
を
使
っ
て
治
療
し
ま
す

が
、
循
環
器
内
科
医
は
メ
ス
に
代
わ
っ
て

「
カ
テ
ー
テ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
医
療
器
具

（
細
く
て
柔
ら
か
い
筒
状
の
チ
ュ
ー
ブ
）
を

血
管
の
中
に
入
れ
て
、
体
内
か
ら
全
身

の
臓
器
の
治
療
を
し
ま
す
。
身
体
を
大

き
く
切
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
傷
で
き
れ

い
に
、
苦
痛
や
体
の
負
担
な
く
治
療
す

る
の
が
得
意
な
診
療
科
で
す
。
当
院
で

は
全
国
か
ら
参
集
し
た
27
名
も
の
循
環

器
内
科
医
（
う
ち
専
門
医
13
名
）
が
、

冠
動
脈
、
下
肢
動
脈
、
頸
動
脈
、
腎

動
脈
、
そ
の
他
の
血
管
の
病
気
、
不
整

脈
に
対
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
日
夜

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
漫
然
と
治
療
す
る

の
で
は
な
く
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
カ

テ
ー
テ
ル
医
と
し
て
、
放
射
線
被
爆
量

や
造
影
剤
使
用
量
の
低
減
、
検
査
時
間

の
短
縮
と
い
っ
た
病
客
さ
ま
に
や
さ
し
い
、

安
全
な
医
療
を
合
併
症
な
く
行
い
、
病

客
さ
ま
に
負
担
の
少
な
い
、
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
治
療
を
全
員
で
常
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

2012
年
の
病
院
新
築
移
転
後

カ
テ
ー
テ
ル
室
が
4
室
か
ら
6
室
に
増

え
、
救
急
体
制
も
ま
す
ま
す
充
実
し
、

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
直
ち
に
救
命
処
置

が
必
要
な
「
一
刻
一
秒
を
争
う
心
臓
発

作
の
病
客
さ
ま
」
へ
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
「
断
ら
な
い
、
お
待
た
せ
し
な

い
」
、
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
件
数
は
年
々
増

加
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
を
2
室
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
困
難

で
あ
っ
た
弁
膜
症
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2013

年
か
ら
は
心
臓
血
管
外
科
、
放
射
線

科
、
麻
酔
科
と
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
弁
膜
症
の
最
新
の
治
療
で
あ
る
「
経

カ
テ
ー
テ
ル

大
動
脈
弁
留
置
術

（
T
A
V
I
）
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
日

常
診
療
の
傍
ら
、
論
文
執
筆
、
学
会
発

表
と
い
っ
た
学
術
的
な
貢
献
も
多
く
行
っ

て
お
り
、
他
病
院
か
ら
の
見
学
者
も
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
手
技
指
導
を
行
っ

て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
啓
蒙
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
大

流
行
）
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
心
不
全
症
例

が
爆
発
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
循

環
器
内
科
を
中
心
に
心
臓
血
管
外
科
、

麻
酔
科
、
放
射
線
科
を
始
め
、
看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
放
射
線
技
師
、
理

学
療
法
士
、
保
健
師
な
ど
、
循
環
器
疾

患
を
扱
い
な
れ
た
専
門
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
、
心
臓
専
門
病
院
の
特
徴
を
生

か
し
、
一
致
団
結
し
て
集
学
的
に
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
救
急
対
応
や
緊
急

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
に
始
ま
り
、
療
養
指

導
、
服
薬
調
整
、
リ
ハ
ビ
リ
指
導
、
生

活
指
導
ま
で
手
厚
く
社
会
復
帰
を
援
助

し
、
連
携
パ
ス
を
利
用
し
て
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
た
ち
と
共
同
で
疾
病

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
心
血
管
病
の
専
門
病
院
と
し
て
、
今

後
も
地
域
循
環
器
医
療
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
「
あ
な
た
の
心
臓
を
守
る
」
と

い
う
断
固
た
る
決
意
で
関
係
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

循
環
器
内
科

診 療 科 紹 介

循
環
器
内
科
　
副
院
長
　
山
本
　
桂
三
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第
6
回
市
民
公
開
心
臓
病
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

看
護
の
日
の
催
し
を
行
い
ま
し
た

　
さ
る
5
月
7
日
土
曜
14
時
か
ら
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
岡
山
5
階
お
か
や
ま
未
来
ホ
ー

ル
で
、
第
６
回
市
民
公
開
心
臓
病
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
約
600
人
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ

と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ご
参
加
の
方
々
と

の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
実
り
の

多
い
教
室
だ
っ
た
と
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
5
月
12
日
、
診
療
棟
2
階
大
ホ
ー
ル

で
「
ふ
れ
あ
い
看
護
」
の
催
し
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
看
護
職
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
17
年
か

ら
5
月
12
日
看
護
の
日
を
中
心
に
、
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
の
為
の
血
圧
や
体
脂
肪
測

定
、
骨
密
度
測
定
、
心
肺
蘇
生
法
と

A
E
D
の
使
い
方
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

62
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
診
察
の
待

ち
時
間
や
入
院
中
の
病
客
さ
ま
、
付
き
添

い
の
方
か
ら
、
年
に
一
度
の
「
ふ
れ
あ
い
看

護
」
の
催
し
に
参
加
さ
れ
、「
骨
密
度
が

測
れ
て
よ
か
っ
た
」「
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



　　

沢
山
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
に
し
た
が
い
、

病
客
さ
ま
に
よ
り
そ
っ
た
よ
り
よ
い
病

院
を
目
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
い
た
だ
い
た

趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
簡
略
化
す

る
こ
と
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も

貴
重
な
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
の
単
価
が
高
い
。
安
価
に

し
て
ほ
し
い
。

【
お
返
事
】
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
（
h
a
n
a
）
は
業
務
委
託
し

て
い
ま
す
。
ご
要
望
の
件
は
伝
え
ま
す
。

　

ご
意
見

　
食
事
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
看
護
師
の

方
の
言
葉
の
掛
け
よ
う
、
私
の
方
が
あ
り
が
と

う
と
言
い
た
い
の
に
、
物
腰
の
優
し
さ
が
訓
練

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
美
し
い
病
院
で

気
持
ち
が
よ
く
、
清
潔
感
も
あ
り
大
変
感
心

し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
返
事
】
お
褒
め
の
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
病
客
さ
ま
に
、
安
心
安
全
、
そ

し
て
信
頼
い
た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
ど
の
看
護
師
さ
ん
も
必

ず
何
か
ご
用
で
す
か
と
質
問
さ
れ
る
。「
は
い
」

と
「
す
ぐ
参
り
ま
す
」
の
返
事
で
良
い
と
思
い

ま
す
。
早
く
来
て
も
ら
う
方
が
病
客
は
あ
り
が

た
い
で
す
。
ま
た
、
呼
ぶ
理
由
を
言
え
な
い
事

が
あ
り
ま
す
。
特
に
点
滴
を
し
て
い
る
時
な
ど

に
は
、「
は
い
、
行
き
ま
す
」
と
迅
速
に
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
病
人
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

【
お
返
事
】
呼
び
出
し
を
お
受
け
し
た
時
、
物

品
の
準
備
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
1
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
糖
尿
病
食
」
の
提

供
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

【
お
返
事
】
レ
ス
ト
ラ
ン
（
h
a
n
a
）
は
外

部
委
託
と
し
て
お
り
、
運
営
会
社
に
投
書
の

旨
を
伝
え
ま
す
。
な
お
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事
メ

ニ
ュ
ー
に
カ
ロ
リ
ー
表
示
が
あ
り
ま
す
。
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
糖
尿
病
の
合
併
症
に
歯
周
病
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
も
併
設
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

【
お
返
事
】
歯
科
の
設
置
は
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。
検
討
致
し
ま
す
が
当
面
歯
科
医
へ
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
３
週
間
の
入
院
、
本
当
に
気
持
ち
よ
く
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
健

康
教
室
が
毎
日
開
か
れ
て
い
る
様
子
。
案
内

が
部
屋
の
中
ま
で
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
予

定
表
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
参
加
で
き
た
講
座

も
あ
っ
た
の
で
は
と
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
教
室

は
院
内
放
送
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
６
階
、

７
階
の
廊
下
に
掲
示
板
「
お
知
ら
せ
」コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
N
O
W
（
院

内
誌
）
に
も
予
定
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
申
し
付
け
い
た
だ
け
れ
ば
お
届
け

し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
食
事
終
了
後
、
御
膳
を
下
げ
た
目
印
の
よ

う
な
物
を
室
の
ド
ア
の
所
に
付
け
る
事
は
出
来

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
ざ
わ
ざ
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
病
客
さ
ま
の
お
食
事
は
保
健
所
の

指
導
に
よ
り
、
調
理
後
２
時
間
内
で
喫
食
し

て
い
た
だ
く
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

降
の
お
食
事
は
、
衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
か
ら

で
す
。
そ
の
兼
ね
合
い
か
ら
下
膳
の
際
に
お
声

を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
15
時
か
ら
給
茶
器
を
止
な
い
で
く
だ
さ
い
。

８
時
～
17
時
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
病
客
さ
ま

の
食
事
の
配
膳
の
準
備
、
ま
た
職
員
の
勤
務

時
間
等
の
関
係
で
、
１４
時
４０
分
～
１５
時
５０
分

の
間
に
給
茶
器
の
洗
浄
と
乾
燥
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
お
茶
が
必
要
で
し
た
ら
看
護
師

に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見

　
デ
イ
ル
ー
ム
か
廊
下
に
時
計
を
設
置
し
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
検
討
い
た
し
ま
す
。
現
在
院
内
で

も
（
診
療
室
、
手
術
室
、
カ
テ
室
等
）
に
は

時
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
入
院
中
の
楽
し
み
は
食
事
だ
っ
た
の
で
、
特

別
食
を
希
望
し
ま
し
た
が
朝
食
に
は
が
っ
か
り

し
ま
し
た
。
カ
ロ
リ
ー
計
算
上
こ
う
な
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
は
日
本
一
と
聞
い
て
い

る
の
に
、食
事
に
つ
い
て
は
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
朝
食
の
食
事
内
容
の
検
討
い
た

し
ま
す
。
ご
入
院
中
の
病
客
さ
ま
の
お
食
事
は
、

病
気
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
計
算
（
塩
分
、
蛋
白

質
、
脂
質
）
し
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
退
院
の
許
可
が
で
ま
し
た
。
内
科
、
外
科

の
先
生
、
看
護
師
の
皆
様
本
当
に
よ
く
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
院
嫌

い
な
主
人
を
い
ろ
い
ろ
と
励
ま
し
て
い
た
だ
き
、

手
の
尽
く
し
よ
う
の
な
い
主
人
の
心
臓
を
救
っ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
普

通
の
生
活
が
出
来
る
喜
び
、
今
で
も
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
に
出
会

え
て
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
が
岡
山
に

あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
助
け
て
戴
い
た
命
を
大

切
に
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
事
管
理
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
ご
退
院
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
病
客
さ
ま
へ
の
安
心
、
安
全
に
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
特
別
食
を
注
文
し
た
際
の
控
え
が
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特
別
食
に
は
「
本
日
の
献
立
」
メ
ニ
ュ
ー
表
を

お
膳
に
付
け
て
お
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
①
入
院
患
者
の
駐
車
料
金
の
件
。
毎
日
洗

濯
物
を
持
ち
帰
り
、持
ち
込
み
で
市
内
の
た
め
、

車
を
利
用
し
て
い
る
。
２７
分
１００
円
と
の
こ
と
。

入
院
の
ご
案
内
に
そ
の
旨
の
記
載
が
な
い
。

②
市
中
に
比
べ
て
高
す
ぎ
る
。

③「
病
客
」
と
い
う
呼
び
名
は
名
ば
か
り
、
一

考
す
る
必
要
あ
り
。

【
お
返
事
】①
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
記
載
に
付
き
ま
し
て
は
検
討
致
し
ま
す
。

駐
車
場
を
ご
利
用
の
方
に
は
「
駐
車
場
の
ゲ
ー

ト
」
駐
車
券
の
出
し
入
れ
口
に
利
用
時
間
と

料
金
表
示
、
院
内
の
お
知
ら
せ
（
掲
示
板
）

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。「
入
院
の
ご
案
内
」

に
は
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
説
明
と
利
用
規

定
の
記
載
、
料
金
を
表
示
し
た
申
込
み
用
紙

を
入
れ
て
い
ま
す
。

②
外
来
・
入
退
院
日
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
病

院
か
ら
の
依
頼
で
ご
来
院
時
は
無
料
で
す
。

以
前
無
料
に
し
た
と
こ
ろ
、
病
院
に
関
係
の
な

い
方
が
駐
車
さ
れ
、
病
客
さ
ま
や
病
院
に
関

係
の
な
い
集
団
が
た
む
ろ
す
る
な
ど
問
題
を
お

こ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
か
ら
、
駐

車
場
を
無
料
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
駐
車
料
金

は
周
辺
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
収
容
台
数

（
５００
台
）
は
、余
裕
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
な
お
、

駐
車
時
間
に
合
わ
せ
１１
時
３０
分
～
１８
時
００
分

は
駐
車
料
金
を
１００
円
自
動
減
額
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
病
客
さ
ま
と
お
呼
び
し
て
い
る
の
は
、「
医

療
は
受
け
る
側
も
行
う
側
も
対
等
な
信
頼
関

係
を
築
い
て
病
気
に
立
ち
向
か
い
た
い
」
と
の

願
い
で
、
創
立
当
初
か
ら
で
す
。
こ
の
理
念
に

恥
じ
な
い
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
６０３
号
室
に
入
院
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
じ
め
看
護
師
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
素
晴
ら
し
い
方
ば

か
り
で
何
時
も
温
か
く
笑
顔
で
接
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
病
院
に
い
な
が
ら
心
が
明
る
く
な
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
返
事
】
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
病
客
さ
ま
の
安
心
と

安
全
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
今
、
私
は
６
階
の
窓
か
ら
中
庭
が
見
え
る

個
室
に
い
ま
す
。
建
物
の
中
心
部
分
の
ス
ペ
ー

ス
を
多
少
見
応
え
の
あ
る
景
色
に
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
心
が
和
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

多
少
温
か
み
の
あ
る
季
節
感
を
出
す
事
を
考

え
ら
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
中
庭
は
、
建
築
法
に
よ
り
明
か
り
を
入
れ

る
空
間
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
①
予
約
し
て
も
、
毎
回
予
約
時
間
よ
り
３

時
間
ぐ
ら
い
遅
い
診
療
、
予
約
の
意
味
が
あ
る

の
か
、怒
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
欲
し
い
。

②
診
療
時
間
が
予
約
し
た
時
間
よ
り
２
～
４

時
間
遅
れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
予
約
時
間

が
大
幅
に
超
過
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
予
約

枠
の
改
善
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
療
養
中
、
職
員
同
士
の
私
語
、

む
だ
話
し
が
余
り
に
も
多
か
っ
た
の
で
気
に
な
っ

・受付前 ・デイルーム
診療棟  6階、7階診療棟  2階

ご意見箱 設置場所

ご意見
聞かせてください

→

て
落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
術
後
患
者
の
配

慮
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
手

元
に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
忘
れ
て
い

た
よ
う
な
の
で
、
そ
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
早
速
、
注

意
と
意
識
改
革
の
教
育
を
徹
底
し
ま
す
。
　

　
ご
意
見

　
退
院
時
、
歩
行
が
不
自
由
で
車
イ
ス
使
用
、

退
院
の
荷
物
も
あ
る
の
に
遠
い
駐
車
場
利
用
は

大
変
不
親
切
。
要
介
助
の
パ
ー
キ
ン
グ
に
停

め
よ
う
と
し
た
ら
、
こ
こ
は
一
時
利
用
と
言
わ

れ
た
。
お
見
舞
い
に
行
く
に
も
高
齢
者
や
不
自

由
な
方
々
に
は
遠
い
。

【
お
返
事
】
ご
不
便
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
要
介
助
乗
降
口
は
お
身
体
の
不
自

由
な
方
に
、
一
時
的
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
入
退
院
時
に
お
荷
物
が
あ
る
場

合
ご
利
用
下
さ
い
。
要
介
助
乗
降
口
は
皆
さ

ま
が
一
時
的
に
ご
利
用
さ
れ
る
場
所
で
す
。
長

時
間
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見

　
家
族
の
者
が
洗
濯
物
を
取
り
に
来
る
の
に
駐

車
料
金
が
高
す
ぎ
る
。
改
善
策
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

【
お
返
事
】
面
会
時
間
に
合
わ
せ
、
１１
時
３０

分
～
１８
時
００
分
は
駐
車
料
金
を
１００
円
自
動

減
額
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
利

用
料
金
は
周
辺
の
駐
車
場
に
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
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日
本
糖
尿
病
学
会
が
認
定
す
る
教

育
施
設
403
施
設
の
報
告
で
あ
る
。
教
育

施
設
は
内
科
の
専
門
医
を
は
じ
め
、
生

活
指
導
に
携
わ
る
看
護
師
や
管
理
栄
養

士
ら
が
そ
ろ
い
、
目
や
腎
臓
な
ど
の
合

併
症
の
治
療
体
制
も
整
っ
て
い
る
病
院
を

い
う
。
岡
山
県
で
は
当
院
の
ほ
か
6
病

院
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
学
会
認
定
の

専
門
医
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理

栄
養
士
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療

法
士
が
揃
っ
て
い
る
の
は
当
院
だ
け
だ
っ

た
。

　
厚
生
労
働
省
発
表
の
D
P
C
（
診

断
群
分
類
包
括
評
価
）
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
、
疾
患
ご
と
に
上
位
の
病
院
を
ま

と
め
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
日
本
人
の

死
因
の
第
2
位
を
占
め
る
心
臓
・
血
管

病
に
つ
い
て
、
Q
＆
A
で
解
説
し
、
各

疾
患
に
つ
い
て
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
急
性
心
筋
梗
塞
・
再
発
性

心
筋
梗
塞
の
手
術
で
当
院
は
全
国
第

ご覧になりましたか

▽
山
陽
新
聞

　
　
　  （
16
年
4
月
28
日
発
行
）

▽
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

　
　
　  

　（
16
年
4
月
25
日
発
行
）

▽
病
院
の
実
力

　
　
　
　
　
　
読
売
新
聞
医
療
部

　
　
　  

　（
15
年
11
月
2
日
発
行
）

▽
病
院
最
前
線
2016

　
　
　
　
毎
日
新
聞
出
版
ム
ッ
ク

　
　
　  

　（
15
年
11
月
16
日
発
行
）

▽
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

　
　
　  

　（
16
年
3
月
19
日
発
行
）

▽
山
陽
新
聞

　
　
　  （
16
年
5
月
8
日
発
行
）

7
位
、
狭
心
症
・
慢
性
心
疾
患
の
手

術
で
第
5
位
、
心
臓
弁
膜
症
の
手
術
で

第
8
位
、
心
不
全
の
手
術
で
第
5
位
、

解
離
性
大
動
脈
瘤
の
手
術
で
第
9
位
、

非
破
裂
性
大
動
脈
瘤
な
ど
の
手
術
で
第

4
位
、
そ
し
て
、
静
脈
リ
ン
パ
管
疾
患

の
手
術
で
は
第
50
位
で
あ
っ
た
。

　「
病
院
改
革
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
い
う
特

集
を
組
み
、
全
国
1000
病
院
の
改
革
実

績
ラ
ン
キ
ン
グ
な
る
も
の
を
紹
介
し
て
い

る
。
評
価
項
目
は
、
集
客
力
、
機
能

で
あ
る
。
総
合
病
院
で
は
評
価
が
実
力

以
上
に
な
り
、
当
院
の
よ
う
な
非
総
合

病
院
で
は
実
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
当
院
は
集
客

力
の
効
率
性
は
62.3
で
岡
山
県
第
1
位
で

あ
る
と
い
う
。

　
頼
れ
る

2942
病
院
実
力
病
院
ラ
ン
キ
ン

グ
で
当
院
は
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
149

例
、
弁
膜
症
手
術
198
例
、
大
動
脈
疾

患
手
術
120
例
、
冠
動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
1004
例
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

133
例
（
2014
年
4
月
1
日
～
2015
年
3
月

31
日
）
で
治
療
数
全
国
第
4
位
と
報

じ
ら
れ
た
。
現
在
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
よ
り
冠
動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
カ
テ
ー

テ
ル
の
治
療
数
も
重
要
と
な
る
。
弁
膜

症
に
用
い
る
弁
膜
症
手
術
に
は
弁
置
換

術
、弁
形
成
術
に
加
え
、T
A
V
I
（
経

カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
）
が

あ
る
。
身
体
に
か
か
る
負
担
の
少
な
い

T
A
V
I
は
認
定
さ
れ
た
病
院
で
の
み

受
け
ら
れ
る
（
当
院
は
2013
年
11
月
に
認

定
）。
手
術
数
を
病
院
選
び
の
指
標
と

す
る
な
ら
ば
年
間
100
例
以
上
が
一
つ
の

目
安
と
な
る
と
い
う
。
当
院
は
全
て
100

例
以
上
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
に
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
、
当
院
が
山
陽
新
聞

社
会
事
業
団
に
義
援
金
を
贈
っ
た
こ
と

が
報
じ
ら
れ
た
。
当
院
か
ら
は
103
万
円

寄
託
し
た
。
榊
原
敬
理
事
長
が
「
被

災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
役
立
て
て
」
と

述
べ
た
。

　
5
月
7
日
、
当
院
が
毎
年
行
っ
て
い

る
市
民
公
開
心
臓
病
教
室
が
開
催
さ
れ

た
と
報
じ
て
い
る
。
約
600
人
が
予
防
法

や
最
新
の
治
療
法
な
ど
に
理
解
を
深
め

た
。
3
名
の
医
師
が
講
演
を
行
っ
た
。

　
伴
場
主
一
循
環
器
内
科
部
長
は
脳

梗
塞
の
原
因
に
も
な
る
不
整
脈
の
一
種

「
心
房
細
動
」
に
つ
い
て
、
高
齢
社
会
の

進
行
と
と
も
に
病
客
さ
ま
が
今
後
も
増

え
る
見
通
し
で
あ
る
と
説
明
し
、
過
度

の
飲
酒
を
控
え
る
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
健

康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
事
と
述

べ
た
。

　
近
沢
元
太
院
長
補
佐
は
カ
テ
ー
テ
ル

を
用
い
た
最
新
の
治
療
法
を
動
画
を
用

い
て
解
説
し
た
。
胸
部
を
切
開
す
る
手

術
の
よ
う
に
心
臓
を
止
め
る
必
要
が
な

く
、
病
客
さ
ま
の
身
体
的
負
担
が
少
な

い
な
ど
と
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

　
津
島
義
正
救
急
部
長
は
心
肺
蘇
生

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
心
臓
が
止
ま

る
と
、
3
～
4
分
で
脳
障
害
が
起
き
て

し
ま
う
た
め
、
周
囲
の
人
が
速
や
か
に

行
う
こ
と
が
大
事
と
呼
び
か
け
た
。

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
当
院
は
急
性
期
病
院
と
し
て
24
時

間
救
急
病
客
を
受
け
入
れ
、
病
客
さ
ま

の
入
院
時
か
ら
退
院
を
見
据
え
た
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
早
く

在
宅
療
養
や
転
院
を
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
重
症
病
客
さ
ま
の
受
け
入
れ
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
入
院
は
病

客
さ
ま
、
ご
家
族
に
と
っ
て
、
検
査
や

治
療
そ
の
も
の
に
加
え
て
、
生
活
や
経

済
の
問
題
に
至
る
ま
で
多
く
の
不
安
の
要

因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
病
客
さ
ま
、

ご
家
族
さ
ま
を
私
た
ち
は
専
門
家
と
し

て
よ
り
添
い
支
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
病
客
さ
ま
一
人
ひ

と
り
の
状
況
を
早
期
よ
り
把
握
し
、
外

来
・
入
院
・
退
院
後
も
含
め
た
関
連

多
職
種
の
連
携
に
よ
る
支
援
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
急
性
期
医
療
の
充
実
を
図

る
目
的
で
、
4
月
よ
り
入
退
院
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
医
療
連
携
室
と
医
療
福
祉

相
談
室
が
合
併
し
、
地
域
医
療
連
携

担
当
事
務
員
と
社
会
福
祉
士
に
加
え
、

医
師
２
名
と
入
院
・
退
院
調
整
担
当

保
健
師
・
看
護
師
を
３
名
配
置
し
、

各
方
面
の
調
整
役
と
し
て
活
動
し
ま

す
。

　
現
在
、
4
月
の
診
療
報
酬
改
定
に

伴
い
病
棟
再
編
を
行
い
、
循
環
器
疾
患

に
よ
り
特
化
し
た
病
棟
編
成
と
し
、
効

率
的
な
病
床
運
用
を
行
う
た
め
の
病
床

管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
入
院
病
客
さ
ま
を

対
象
に
入
院
後
一
週
間
以
内
に
、
関

連
職
と
治
療
方
針
、
ご
入
院
前
の
生

活
状
況
な
ど
の
情
報
共
有
を
行
い
、
早

期
に
ご
退
院
を
見
据
え
た
支
援
が
行
え

る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

他
ご
退
院
後
に
医
療
行
為
（
在
宅
酸

素
・
ス
ト
ー
マ
処
置
な
ど
）
が
必
要
な

病
客
さ
ま
の
指
導
に
は
、
担
当
保
健
師

を
決
め
、
継
続
的
に
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
は
、
外
来
で
ご
入
院
が

決
ま
っ
た
時
点
か
ら
関
連
職
が
介
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
各
方
面
の
調
整
を
行

い
、
安
心
し
て
入
院
治
療
を
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
院
内
電
話

：

1
3
8
0
）

50
一人ひとりの体力にあった無理のない運動

３つのポイント
他のフィットネスクラブとココが違う！

メディカルチェック循環器内科専門医による

管理栄養士による栄養指導

スタッフとの距離が近い

月～土  9：00 ～ 18：00
※12：00～13：00は休憩　※日・祝日は休み
利用時間

料金：教室コース、フリーコース

見学随時受付中

ポイント 1

ポイント 2

ポイント 3

からの歳
フィットネスクラブ

どちらも10,800円（税込）／月（入会金不要）

73号11 病院NOW 73号 10病院NOW


